

























コールセンサス調査によるルート別のエゾライチョウの鳴き返し個体数の結果を表 1 に示す． 
又，カメラトラップ調査によるルート別の撮影頻度の結果を表 2 に示す． 
今回撮影されたエゾライチョウの捕食者と予想される動物はキツネ，タヌキ，エゾクロテン




 種別の撮影頻度が高かったポイントの植生割合を表 5 で示す．又，種別の撮影頻度と植生割合の
間では，エゾライチョウの撮影頻度と針広混交林の割合においてのみ正の相関が見られ，有意であ
り，キツネ，タヌキの撮影頻度と植生割合の間に相関は見られなかった（ｒｓ＝0.873494，Ｐ＝






調査ルート(実施日数） 日の出時刻（割合） 正午（割合） 計 
林道 A（n=8) 25（43.1%） 33（56.9%） 58 
林道 B（n=13） 26（68.4%） 12（31.6%） 38 
林道 C（n=12） 10（76.9%） 3（23.1%） 13 
     
図 1．エゾライチョウの撮影頻度と針広混交林の割合を用いた散布図，  
ｒｓ = 0.873494，P = 0.004593，正の相関あり． 
表 2．調査ルート別撮影頻度（枚/日）   
調査ルート エゾライチョウ キツネ        タヌキ 
林道 A 0.670 1.021 1.213 
林道 B 0.181 4.894 1.851 
林道 C 0.032 1.394 1.606 
表 3．鳴き返し個体数とキツネ，タヌキの撮影頻度による相関 
 
種別 調査ルート Rs p 
キツネ 林道 A -0.2702812 0.5577 
キツネ 林道 B 0.360375 0.4271 
キツネ 林道 C -0.1443376 0.7575 
タヌキ 林道 A -0.3423562 0.4523 
タヌキ 林道 B -0.4144312 0.3553 
タヌキ 林道 C 0 1 
表 4．エゾライチョウの撮影頻度とキツネ，タヌキの撮影頻度による相関 
種別 調査ルート Rs p 
キツネ 林道 A -0.4727273 0.2841 
キツネ 林道 B -0.1970276 0.672 
キツネ 林道 C -0.2227177 0.6312 
タヌキ 林道 A -0.1818182 0.6964 
タヌキ 林道 B -0.03940552 0.9332 
タヌキ 林道 C -0.04454354 0.9245 
表 5．種別の撮影頻度が高かったポイントの平均植生割合±SD（%） 
種別 常緑針葉樹林 落葉広葉樹林 針広混交林 草地 
エゾライチョウ 34.83±18.67 13.83±21.37 40.90±27.59 10.44±11.93 
キツネ 51.56±22.92 9.25±16.81 32.49±26.20 6.70±8.35 
タヌキ 44.48±20.38 14.36±22.21 37.00±26.80 4.16±7.06 
